
                                      

1 

 

第 36回（令和７年度第２回）公立大学法人 公立小松大学 経営審議会 

議事概要 

 

１ 日 時 令和７年９月 26日（金）13時 29分～14時 51分 

 

２ 場 所 中央キャンパス ２階 会議室 

 

３ 出席者 

石田委員長（理事長）、山本副委員長（学長）、志村委員（副学長）、千葉委員、

西委員、鈴木委員、越田委員、清水委員 

 監 事 

 松本監事 

  委員以外 

   森理事 

欠席者 

山崎委員、新家委員 

 

４ 議 事 

(1) 前回、議事概要の確認 

委員長より前回の議事概要について説明があり、原案どおり承認された。 

 

(2) 審議事項 

    ① 令和８年度予算編成方針について 

      事務局長より、資料２に基づき令和８年度予算編成方針の概要、事務局次長兼財

務課長より令和８年度予算編成方針の詳細について説明があった。審議の結果、原

案どおり承認された。 

 

    ② 北陸銀行との包括連携協定締結について 

   副委員長より、資料３に基づき北陸銀行との包括連携協定締結について説明があ

った。協定締結日は 10月 30日、協定書署名者は本学理事長と北陸銀行代表取締役

頭取を予定している旨、事務局次長兼総務課長より補足があった。審議の結果、原

案どおり承認された。 

 

  ③ サバティカル研修規則の制定及び職員就業規則の制定について 

   志村委員より、資料４に基づきサバティカル研修規則の制定及び職員就業規則の

改正について説明あった。審議の結果、原案どおり承認された。 
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  ④ 公立小松大学職員等旅費規則の改正について 

   事務局次長兼総務課長より、資料５に基づき公立小松大学職員等旅費規則の改正

について説明があった。千葉委員より、改正に伴い精算払いが原則となるが、高額

な旅費の場合は概算払いを承認する等、柔軟な対応を図ると補足説明があった。森

理事より、自宅からの交通費支給と通勤手当との兼ね合いについて質問があり、事

務局次長兼総務課長より、通勤手当が支給されている区間については交通費を支給

しない旨回答があった。鈴木委員より、宿泊費の基準額が上限かどうか質問があり、

千葉委員より、やむを得えず基準額を超えた場合は、運用により対応する旨回答が

あった。加えて鈴木委員よりグリーン車やプレミアムエコノミーを利用した場合の

取扱いについて確認があり、千葉委員より理事長等職では利用を認めており、状況

に応じて個別に対応する必要があると回答があった。審議の結果、原案どおり承認

された。 

  

(3) 報告事項 

 ① 中央第２キャンパスの供用開始について 

  副委員長より、資料６に基づき、中央第２キャンパスの供用開始について報告が

あった。また事務局次長兼総務課長より、中央第２キャンパスの詳細について説明

があった。西委員より、中央第２キャンパスの面積について質問があり、事務局次

長兼総務課長より 1692.45㎡（511坪）である旨回答があった。森理事から、中央

第２キャンパスへ異動する教員の人数および移設する事務局について質問があり、

事務局次長総務課長より、教員は１名、事務局は総務課の全員が移動する旨回答が

あった。さらに志村委員より、事務局が分散するが、オンライン決裁の導入も進め

ており、事務の連携に寄与すると補足説明があった。 

  

② 市民公開フォーラム 2025スポーツ医学・工学・ツーリズムの開催について 

  副委員長より、資料７に基づき、市民公開フォーラム 2025スポーツ医学・工学・

ツーリズムの開催について報告があった。 

 

 ③ 令和８年度学生募集要項（学校推薦型選抜・社会人選抜・外国ルーツをもつ生

徒を対象とした特別選抜）について 

  志村委員より、資料８に基づき、令和８年度学生募集要項（学校推薦型選抜・社

会人選抜・外国ルーツをもつ生徒を対象とした特別選抜）について報告があった。 

  

④ 就職内定状況について 

  事務局長より、資料９に基づき、就職内定状況について報告があった。越田委員

より、石川県内への就職率が高まっている要因について質問があり、千葉委員より、
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看護学科において県内及び北陸三県への就職指導を強化した点、また臨床工学科の

県内就職率が例年に比べて高まった点が挙げられると回答があった。加えて志村委

員より、地域の企業あるいは病院の努力も要因として考えられるため、地域企業・

団体との連携を強化し、地元定着の促進を図りたいとの意見があった。鈴木委員よ

り、県内就職率の高まりは学生が北陸の魅力を感じていることも背景にあるのでは

ないかとの意見があり、志村委員より、働きかけがなければ特に高度人材は地域外

へ流出する傾向にあるため、地元の魅力を発信する取組が必要であると発言があっ

た。 

 

５ その他 

① 学長選考会議の状況について 

委員長より、学長候補者選考の経緯及び今後の流れについて報告があった。 

 

② 広報紙 Tachyon、Tachyon Academia、青松祭チラシの配布について 

副委員長より、広報紙 Tachyon、Tachyon Academia及び青松祭チラシの配布につ

いて報告があった。 

 

   

 以 上 


